


























において,明 治後期,研 究団体の結成によって本格化 した京都の意匠改良活動は,芸術品製作
へと至る前段階に位置づけられるにとどま り,具体的な活動や作品を取 り上げた研究が積極的








と,工芸製作者によって結成 された会である。実質的には,雪佳の指導によ り陶磁器,漆 器を
はじめとする新 しい工芸品製作が試み られた2。明治45年には図案の研究会である佳都美会と










京都の近代陶磁器史において も競美会 は,中 ノ堂一信により明治30年代後半か ら40年代ま
でに興 った意匠改良運動の主流な活動に位置づけられ,琳 派調の意匠であることが特徴 とされ
ている7。
以上のような研究から競美会は,京都の工芸界をリー ドする役割を担っており,当時の工芸









1明 治後期の京都の陶磁器界 一 競美会と遊陶園の活動 一
明治20年代後半,工 芸品の需要の大半を占めた輸出にかげりがみえは じあ,日 本の工芸界





文,秋 草文,雲 錦手 といった古 くから用いられてきた絵付け模様を,色 絵や金彩で表したもの













をい くら向上 させて も,直接結果には結びつかないという状況が続いた。その後,実 際に意匠
の改良が実現するのは,清水六兵衛や錦光山宗兵衛 といった製陶家と,西欧の美術工芸やデザ





では黒田の言 う工芸革新 とはどのようなものであったのかを,競美会 と遊陶園との活動を比
較 しながら明らかにしたい。









匠指導者が考案 した図案を もとに製陶家が製作し,その完成品を持ち寄 って批評 しあう品評会
が行われた。また,外国雑誌を参考にすることや,留学帰国者から新 しい意匠を教わるといっ








部釉を掛けた く向付皿〉(図5)と,四 角形の皿の見込みに,色絵で猫,犬 を描いた 〈動物図
四方小皿〉(図7)があげられる。またこの作品のもとになった浅井の図案 〈向付皿図案〉(図
4),〈陶器皿図案〉(図6)も残されている。 これらの図案が忠実に陶磁器へ と再現 されてい
ることから,浅井が思い描いた陶磁器が,そ のまま反映されていたといえる。
図4向 付皿図案 浅井忠
図5向 付 五代清水六兵衛 千葉県立美術館蔵
図6陶 器皿図案 浅井忠




を先取 りする形で取 り入れ られていたことがわかる。
加えて,外 国雑誌や留学帰国者から学んだ意匠研究の成果は,同 じく展覧会に出品された3



























明治43年10月競美会の第1回 展覧会 は,南 禅寺金地院で開催された。作品集か ら,8件,
23点の陶磁器が出品されていたことがうかがえる。そのうち,「考案神坂雪佳」 と書かれてい
るのは,〈菊花透 し彫鉢〉(図11),〈百合ノ絵菓子媒〉(図13)である。 この2つ の作品は,雪













〈百合ノ絵菓子礫〉(図13)は,2枚組の縁高皿で,ひ と枝の百合,童 女をそれぞれ皿 の見
込みに大きく配 している。百合皿は,皿 の見込に鉄絵でふちどられた一輪の白い百合が描かれ
ているだけであ り,童女皿 も同様,銹 絵にタる簡素な絵付である。また両作品には,「雪佳」
の落款が銹絵で書き込まれている。
次 に,取 り上げる作品は,「考案雪佳」 とは記されておらず,ど こまで雪佳が製作にかかわっ
たのか明 らかではない。 しか し,競美会自体が雪佳の指導下にあるため,貴重な作例であると
考え られる。そのうち,清水六兵衛作の 〈絵かわ り菱形向付百合の絵小皿〉(図14)は,角と
りの菱形向付5客 と,角を丸 く作った八角小皿2枚 とが一組 となっている。5つ の向付の中で











〈麦の模様番茶器〉(図16)は,清水六兵衛作の湯呑 と,漆芸家杉林古香作の塗 り蓋 と茶托













以上作品集か ら主要な作品に絞 り,第1回 展の陶磁器を取 り上げた。まず,出 展作品に共通




日出新聞に展覧会の報告 として掲載され16,伊東陶山作 く千鳥空漏の手焙〉,河村蜻山作 〈籠
風菓子鉢〉,清水六兵衛 ・古市卯之助合作 〈銘酒呑〉等が出品されていたことがわかる。
同年10月には,南 禅寺金地院で早 くも第3回 展覧会が開催 された。 この展覧会についても,
黒田天外が 日出新聞の 「競美佳都美両会」 と題する記事のなかで取 りあげている㌔ その記事
によれば,雪佳考案で 「白磁に波を彫刻 したる」とある伊東陶山作 〈菓子器〉,「藍にてす 丶き
を描たおとなしい作」 とある同人作 く菓子器〉,「おやり草,野 菊,白 芙蓉を箇々光悦風にて繪
變 りに描き」 とある雪佳考案の河村蜻 山作 〈角皿〉,同じく雪佳考案の 「白磁の花瓶に鉛にて
梅樹を嵌 した」清水六兵衛 ・岩村眞次郎合作 〈花瓶〉,宮永東山作 〈松模様向付〉が出品され
ていた。作品に描かれている千鳥,波,す すき,野菊,梅 樹などのモチーフは,光琳百図にも
み られるような琳派のモチーフと共通する。
出品作の中でも,「色釉でそれぞれ青山,壁 山,雪 山,夏 山を描きわけている」と解説され
た清水六兵衛作 〈遠山図向付〉は,同種 と推測 される向付が数点と図案が現存する貴重な作例
である。図案には,筆で 「遠山図雪佳筆」 とあり,青,緑 茶,白 の絵の具で遠山が向付に描
きわけられている。実作品である向付には,雪佳の図案と同じく,筆で素早 く描いた遠山がそ
れぞれの見込みに,鉄絵,呉 須,白 釉によってあらわされている。 これらの向付には,第1回
7
展について,す でに指摘 したのと同様に,一つのモチーフを簡略化 して,器 物の一画に余白を
大きく残 して配す構図がみられる。








菊花透彫鉢〉(図20)や古清水の く色絵栄華物語冊子硯箱〉(18世紀,個 人蔵)な ど従来の京
焼にもみられる。また菊だけでな く,桜の花びらや瓢箪,網 文にみられるように透 し彫の技法
















「おや り草,野 菊,白 芙蓉を箇々光悦風にて繪變 りに描き」 とある雪佳考案の河村蜻山作 〈角
皿〉のように,絵替わ りといって一つずつ異なる模様が描かれたものがある。乾山作の陶磁器
にも,ス スキや桔梗が5客 の向付に銹絵で描 きわけられた 〈銹絵染付絵替筒向付〉(図23)や,
幾何学模様や千鳥,桔 梗が大幅に単純化されて5つ の向付に描き分けられた 〈絵替 りの向付〉
(図24)をはじめ絵替による向付や皿が数多 くある。
もう一つは,第 一回目の出展作品である 〈百合図菓子礫〉(図13)や〈麦の番茶器〉(図16)
のように,一 つのモチーフが大きく簡略 して描かれている点である。例えば,乾山の 〈銹絵染
付梅文茶碗〉(図25)や〈銹絵染付水仙図茶碗〉(図26)でも同様に,簡 略した梅の枝や水仙
を一部分だけ切 り取 って大きく描かれている。その他にも,モチーフを一つに絞 り,それを大
胆に簡略 して器に描 く構図が多 くみられる。
さらに,陶磁器に描かれている桔梗,す すき,千鳥,梅,百 合などの模様は,光琳百図にも
みられる乾山や光琳をはじめとする琳派のモチーフに共通する。
図23銹絵染付絵替筒向付 尾形乾山 個人蔵 図25尾形乾山 銹絵梅図茶碗 個人蔵
図26尾形乾山 銹水仙合図茶碗 個人蔵
図24銹絵染付絵替筒向付 尾形乾山 個人蔵 図27銹絵むら菊の茶碗 尾形乾山 個人蔵
このように,競美会 と乾山の陶磁器には,銹絵で絵替わ りの形式,モ チーフ,一つのモチー
フを大胆にデフォルメす るといった共通点が指摘できる。 また,明 治43年7月10日付の日出






代から受け継がれてきた京焼の一部分を取 り込みアレンジされた作例をとりあげた。 しか し,
単にそれだけの理由で競美会の陶磁器が,革 新的として評価されたのであろうか。では逆に競
美会 と京焼 について異なる点をみていきたい。
従来の京焼の絵付は,過去の名品の写 しものが多 く,山水文,龍 鳳凰文,秋 草文,松 竹梅文
のように,パ ターン化された模様がそのまま取 り入れられることや,龍鳳凰文の周 りに唐草や
雲,幾 何学文といった装飾模様を併用することが主流であった。それに対し競美会の陶磁器を
みると,菊,百 合,千 鳥のようにモチーフそのものは過去のものを取り入れているが,折菊一
枝,百 合一輪 麦,豆 の花のような単一のモチーフに絞って,そ れを大胆に簡略している。ま
た競美会の陶磁器では,幾何学文や唐草を併用 して取 り入れた作例はみられない。
実際モチーフを一つに限定することや,簡 略す ること自体は,上 記の図23から26であげた
ような乾山の陶磁器にもみられる。また,乾 山の 〈銹絵むら菊の茶碗〉(図32)のように,菊
の花が大胆に簡略 して描かれる作例 もある。さらにこの茶碗は,菊 の花の部分だけを寄せ集め








多 く出品されていた。そこには,煎茶碗と茶托,煎茶器一式 という組み合わせによって,新 た
な作品形態を提示 しようとした意図が感 じられる。
さらに,出 品の主流を占めたのは,それまでの大型の器物や高価な装飾品ではなく,向付,
菓子器,煎 茶碗などの茶器,小 皿,飯 碗など,実用に適 した器であった。 このような出品例か
らもわかるように雪佳は,実用品である食器類の市場の新たな開拓を早い時期に実践 したこと
が うかがえる。




前述 した 『京都美術』の 「京都に於る美術工芸革新の気運」 において,黒 田天外は,浅井忠
と雪佳との工芸図案を比較 し,浅井の影響の強い工芸品を 「新進奇抜」,雪佳が指導 した工芸











実際,浅 井が手がけた図案をみると,洋画や水彩画 と同様に一つの表現手段であったと感 じら
れることが多 くある。この事に関しては,ク リス トフ・マルケも,浅井の工芸図案に対 し,あ
くまでも画家の目か らみた工芸の装飾であり,機能や形態を考慮 しながら考案 したものではな
いことを指摘 している2°。
一方,雪佳が手がけた図11〈菊花透 し彫鉢〉は,菊 の花が枝に比べて,大 きすぎるに もか
かわらず,花 弁を一枚一枚透か し彫 りにされることで軽やかさを帯びている。 さらに,そ の菊
を鉢の胴部中央付近か ら口縁部までにおさまるように,ねかせて配 し,そこからはみ出る部分
は切 り取 られている。このような構図によって,大 きな折菊が鉢の形状とのバランスをうまく
保ちながらおさまっている。また,鉢 という器物の形状に見合 うように菊が配されており,装
飾と器の形状,そ して全体としてみたときのバランスがしっかりと考慮されたものであると言
える。雪佳は,鉢 に絵を描 くのではな く,完成品した鉢を想定 しなが ら,そこに見合 う装飾を
考案 していたと考えられる。
こうした事情には,雪佳が図案家岸光景 に師事 し,実質的に京都の工芸界で図案家として活
躍 していたことが大きく影響 していると考えられる。当時は,江戸時代か ら続いてきた地場産
業である工芸品に,図案家がいかに新 しい意匠を提供 して,活性化させていくかが重要な課題










とにはっきりわかれていた。 ヨーロッパの流行をいち早 く取 り入れていた遊陶園は,流行を先
取 りする形で新 しいものが次々に取り入れられていた東京での評価を求あて展覧会を開催 した
ことが予測 される22。一方,地 元に会場を定めて展覧会を開催 した競美会は,京 焼を基調 とし

















を通 して,様 々な評価がなされてきた。その中には競美会の結成に関して述べた記事 もある。
大正元年の日出新聞 「名人記(七)」25と題された記事では,競 美会結成に際する雪佳の思惑を
「図案家や工芸家が商人の為に束縛さる 丶気風を除しやうとするのが君の本意 らしくもお もは








を追求 していたことがわかる。後の大正13年,京都美術工芸会 と名称を改め,展 覧会に公募
制を導入 したことも,そのような雪佳の姿勢の現れであろう。
おわ りに
雪佳が競美会で試みた陶磁器の意匠改革 とは,第1に,京 焼にみ られるモチーフや装飾技法
を継承 しつつ,モ チーフを単一に絞 って,大 胆に簡略 して,器物の半分以上を余白で残すよう
な意匠を取り入れることであった。第2に,単 なる図案上の斬新さでだけではな く,器の形状




言い換えれば,競 美会は,西欧のデザインを基礎 とした新 しい図案によって改革を試みた遊
陶園に対 して,陶 磁器,漆器,染 織 金工など京都の地場産業の活性化に目を向けた地道な活
動であったといえる。 このような雪佳の活動は,装飾品としての陶磁器作 りか ら,茶道具や食









4榊 原吉郎 『近代の琳派 神坂雪佳』解説榊原吉郎,京都書院,1981年,288頁
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